
(57)【要約】

【課題】木質部材の接合構造が伝達できる曲げモーメン

トを大きくし、接合作業が容易で、靱性が高い接合構造

を提供する。

【解決手段】Ｈ形材１の左右両側の凹部１１にそれぞれ

木質部材２が嵌入されて木質部材２が互いに接合され、

木質部材２の引き抜けを防ぐ場合は、木質部材２とＨ形

材１の重複部分に、木質部材とＨ形材１のウェッブ９を

貫通する穴を開け、ボルト３を挿入して固定する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
Ｈ 形 材 の 両 側 の 一 対 の 凹 部 に 、 接 合 さ れ る 木 質 部 材 が 嵌 入 さ れ て 成 る こ と を 特 徴 と す る 木
質 部 材 の 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
Ｈ 形 材 の 両 側 の 一 対 の 凹 部 に 、 接 合 さ れ る 木 質 部 材 が 、 上 記 Ｈ 形 材 の 両 側 か ら 挟 み 込 ん で
、 嵌 入 さ れ て 成 る こ と を 特 徴 と す る 木 質 部 材 の 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
Ｈ 形 材 の 両 側 の 一 対 の 凹 部 に 、 接 合 さ れ る 木 質 部 材 が 、 上 記 Ｈ 形 材 の 長 手 方 向 の 端 部 か ら
挿 入 さ れ 、 嵌 入 さ れ て 成 る こ と を 特 徴 と す る 木 質 部 材 の 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 木 質 部 材 の 端 部 に 、 上 記 木 質 部 材 が 挿 入 さ れ る 方 向 に 溝 が 形 成 さ れ て お り 、 該 溝 に 上
記 Ｈ 形 材 の ウ ェ ッ ブ が 差 し 込 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 木 質 部 材 の 接 合
構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
Ｈ 形 材 の 両 側 の 一 対 の 凹 部 に 、 接 合 さ れ る 木 質 部 材 が 嵌 入 さ れ て 成 る 木 質 部 材 の 接 合 構 造
で あ っ て 、
上 記 Ｈ 形 材 の 長 手 方 向 の 一 端 側 及 び 他 端 側 の そ れ ぞ れ に お い て 、 上 記 一 対 の 凹 部 に は 、 接
合 さ れ る 木 質 部 材 が 、 上 記 Ｈ 形 材 の 長 手 方 向 の 端 部 か ら 挿 入 さ れ 又 は 上 記 Ｈ 形 材 の 両 側 か
ら 挟 み 込 ん で 、 嵌 入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 木 質 部 材 の 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
Ｈ 形 材 の 両 側 の 一 対 の 凹 部 に 、 接 合 さ れ る 木 質 部 材 が 嵌 入 さ れ て 成 る 木 質 部 材 の 接 合 構 造
で あ っ て 、
上 記 Ｈ 形 材 が 複 数 、 Ｔ 字 、 十 字 、 Ｌ 字 又 は 平 面 放 射 状 に 一 体 に 組 み 合 わ さ れ て Ｔ 字 型 部 材
、 十 字 形 部 材 、 Ｌ 字 型 部 材 又 は 平 面 放 射 型 部 材 を 構 成 し て お り 、 上 記 Ｈ 形 材 の そ れ ぞ れ の
上 記 一 対 の 凹 部 に 、 接 合 さ れ る 木 質 部 材 が 上 記 Ｈ 形 材 の そ れ ぞ れ の 長 手 方 向 の 端 部 か ら 挿
入 さ れ 又 は 上 記 Ｈ 形 材 の 両 側 か ら 挟 み 込 ん で 、 嵌 入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 木 質 部 材
の 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
Ｈ 形 材 の 両 側 の 一 対 の 凹 部 に 、 接 合 さ れ る 木 質 部 材 が 嵌 入 さ れ て 成 る 木 質 部 材 の 接 合 構 造
で あ っ て 、
上 記 Ｈ 形 材 が 複 数 、 互 い に 異 な る 方 向 に 立 体 的 に 又 は 放 射 状 に 立 体 的 に 一 体 に 組 み 合 わ さ
れ て 立 体 接 合 型 部 材 を 構 成 し て お り 、
上 記 Ｈ 形 材 の そ れ ぞ れ の 上 記 一 対 の 凹 部 に 、 接 合 さ れ る 木 質 部 材 が 上 記 Ｈ 形 材 の そ れ ぞ れ
の 長 手 方 向 の 端 部 か ら 挿 入 さ れ 又 は 上 記 Ｈ 形 材 の 両 側 か ら 挟 み 込 ん で 、 嵌 入 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 木 質 部 材 の 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ８ 】
上 記 Ｈ 形 材 の ウ ェ ッ ブ 又 は フ ラ ン ジ 部 分 と 上 記 一 対 の 凹 部 に 嵌 入 さ れ た 木 質 部 材 は 、 ボ ル
ト で 互 い に 固 定 さ れ て い る こ と を こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の
木 質 部 材 の 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ９ 】
上 記 木 質 部 材 は 、 木 材 、 集 成 材 、 金 属 若 し く は 繊 維 で 補 強 し た 木 材 、 又 は 金 属 若 し く は 繊
維 で 補 強 し た 集 成 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 木 質 部
材 の 接 合 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 木 質 部 材 を 用 い た 建 築 物 等 の 構 造 骨 組 を 構 築 す る た め に 、 木 質 部 材 を 接 合 す る
接 合 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
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【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 木 質 部 材 の 接 合 構 造 で は 、 木 質 部 材 の 端 部 に 溝 を 設 け 、 溝 と 直 交 す る 方 向 に 木 質 部
材 に 穴 を 開 け 、 穴 を 開 け た 金 属 板 を 木 質 部 材 を 穴 位 置 が 一 致 す る よ う に 挿 入 し 、 こ の 穴 に
ボ ル ト や ピ ン な ど の 接 合 具 を 挿 入 し て 、 金 属 板 と 木 質 部 材 同 士 を 接 合 し た 。 こ の 金 属 板 を
介 し て 、 木 質 部 材 同 士 を 直 線 状 に 接 合 し た り 、 直 交 し て 接 合 し た 。 さ ら に 、 金 属 板 を 木 質
部 材 の 表 面 に 添 え て （ 添 板 ） 接 合 す る こ と も 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
木 質 部 材 に 穴 を 開 け 、 ボ ル ト や ピ ン な ど の 接 合 具 を 穴 に 挿 入 す る 従 来 の 接 合 構 造 で は 、 接
合 部 に 曲 げ モ ー メ ン ト が 作 用 し た 場 合 に 、 接 合 具 が 穴 の 中 で 木 質 部 材 に め り 込 ん で 、 木 質
部 材 を 割 裂 さ せ る た め に 、 接 合 部 が 伝 達 で き る 曲 げ モ ー メ ン ト が 小 さ く 、 接 合 部 が 脆 性 的
に 破 壊 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
よ っ て 、 こ れ ら の 接 合 構 造 を 用 い た 建 築 物 等 の 構 造 骨 組 み で は 、 地 震 に 耐 え る 性 能 が 低 く
、 構 造 骨 組 の 接 合 部 が 大 き く な る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 従 来 の 木 質 部 材 の 接 合 部 が 伝 達 で
き る 曲 げ モ ー メ ン ト を 大 き く し 、 接 合 構 造 が 容 易 で 、 靱 性 が 高 い 接 合 構 造 を 提 供 す る こ と
を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 Ｈ 形 材 の 両 側 の 一 対 の 凹 部 に 、 接 合 さ れ る 木 質 部 材
が 嵌 入 さ れ て 成 る こ と を 特 徴 と す る 木 質 部 材 の 接 合 構 造 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 Ｈ 形 材 の 両 側 の 一 対 の 凹 部 に 、 接 合 さ れ る 木 質 部 材
が 、 上 記 Ｈ 形 材 の 両 側 か ら 挟 み 込 ん で 、 嵌 入 さ れ て 成 る 木 質 部 材 の 接 合 構 造 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 Ｈ 形 材 の 両 側 の 一 対 の 凹 部 に 、 接 合 さ れ る 木 質 部 材
が 、 Ｈ 形 材 の 長 手 方 向 の 端 部 か ら 挿 入 さ れ 、 嵌 入 さ れ て 成 る こ と を 特 徴 と す る 木 質 部 材 の
接 合 構 造 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 木 質 部 材 の 端 部 に 、 上 記 木 質 部 材 が 挿 入 さ れ る 方 向 に 溝 が 形 成 さ れ て お り 、 該 溝 に 上
記 Ｈ 形 材 の ウ ェ ッ ブ が 差 し 込 ま れ て い る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 Ｈ 形 材 の 両 側 の 一 対 の 凹 部 に 、 接 合 さ れ る 木 質 部 材
が 嵌 入 さ れ て 成 る 木 質 部 材 の 接 合 構 造 で あ っ て 、 上 記 Ｈ 形 材 の 長 手 方 向 の 一 端 側 及 び 他 端
側 の そ れ ぞ れ に お い て 、 上 記 一 対 の 凹 部 に は 、 接 合 さ れ る 木 質 部 材 が 、 上 記 Ｈ 形 材 の 長 手
方 向 の 端 部 か ら 挿 入 さ れ 又 は 上 記 Ｈ 形 材 の 両 側 か ら 挟 み 込 ん で 、 嵌 入 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 木 質 部 材 の 接 合 構 造 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 Ｈ 形 材 の 両 側 の 一 対 の 凹 部 に 、 接 合 さ れ る 木 質 部 材
が 嵌 入 さ れ て 成 る 木 質 部 材 の 接 合 構 造 で あ っ て 、 上 記 Ｈ 形 材 が 複 数 、 Ｔ 字 、 十 字 、 Ｌ 字 又
は 平 面 放 射 状 に 一 体 に 組 み 合 わ さ れ て Ｔ 字 型 部 材 、 十 字 形 部 材 、 Ｌ 字 型 部 材 又 は 平 面 放 射
型 部 材 を 構 成 し て お り 、 上 記 Ｈ 形 材 の そ れ ぞ れ の 上 記 一 対 の 凹 部 に 、 接 合 さ れ る 木 質 部 材
が 上 記 Ｈ 形 材 の そ れ ぞ れ の 長 手 方 向 の 端 部 か ら 挿 入 さ れ 又 は 上 記 Ｈ 形 材 の 両 側 か ら 挟 み 込
ん で 、 嵌 入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 木 質 部 材 の 接 合 構 造 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 Ｈ 形 材 の 両 側 の 一 対 の 凹 部 に 、 接 合 さ れ る 木 質 部 材
が 嵌 入 さ れ て 成 る 木 質 部 材 の 接 合 構 造 で あ っ て 、 上 記 Ｈ 形 材 が 複 数 、 互 い に 直 角 に 異 な る
方 向 又 は 放 射 方 向 に 立 体 的 に 一 体 に 組 み 合 わ さ れ て 立 体 接 合 型 部 材 を 構 成 し て お り 、 上 記
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Ｈ 形 材 の そ れ ぞ れ の 上 記 一 対 の 凹 部 に 、 接 合 さ れ る 木 質 部 材 が 上 記 Ｈ 形 材 の そ れ ぞ れ の 長
手 方 向 の 端 部 か ら 挿 入 さ れ 又 は 上 記 Ｈ 形 材 の 両 側 か ら 挟 み 込 ん で 、 嵌 入 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 木 質 部 材 の 接 合 構 造 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 Ｈ 形 材 の ウ ェ ッ ブ 又 は フ ラ ン ジ 部 分 と 上 記 一 対 の 凹 部 に 嵌 入 さ れ た 木 質 部 材 は 、 ボ ル
ト で 互 い に 固 定 さ れ て い る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
上 記 木 質 部 材 は 、 木 材 、 集 成 材 、 金 属 若 し く は 繊 維 で 補 強 し た 木 材 、 又 は 金 属 若 し く は 繊
維 で 補 強 し た 集 成 材 等 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 に 係 る 木 質 部 材 の 接 合 構 造 の 実 施 の 形 態 を 実 施 例 に 基 づ き 図 面 を 参 照 し て 以 下 に 説
明 す る 。 な お 、 図 １ ～ ７ は 、 接 合 構 造 を よ り 分 か り や す く 図 示 す る た め に 、 接 合 構 造 の 分
解 状 態 を そ れ ぞ れ 斜 視 図 で 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 に 係 る 木 質 部 材 の 接 合 構 造 で は 、 Ｈ 形 材 が そ の 構 成 要 素 と な る が 、 例 え ば 図 １ に 示
す よ う に 、 こ の Ｈ 形 材 １ は 、 ウ ェ ッ ブ ９ と 、 該 ウ ェ ッ ブ ９ の 上 下 （ 図 中 上 下 ） に そ れ ぞ れ
フ ラ ン ジ 部 分 １ ０ と を 有 す る 断 面 Ｈ 形 を し た 一 体 構 造 で あ る 。 Ｈ 形 材 １ は 、 そ の 左 右 両 側
（ 正 確 に は ウ ェ ッ ブ ９ の 左 右 両 側 ） に は 、 ウ ェ ッ ブ ９ と 上 下 の フ ラ ン ジ 部 分 １ ０ で 囲 ま れ
る 一 対 の 凹 部 １ １ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 に 係 る 木 質 部 材 の 接 合 構 造 は 、 下 記 の 実 施 例 で 詳 細 に 説 明 す る が 、 そ の 本 質 的 な 構
成 は 、 図 １ 及 び 図 ２ に そ の 典 型 例 が 示 さ れ て い る よ う に 、 Ｈ 形 材 １ の 左 右 両 側 の 一 対 の 凹
部 １ １ に 、 接 合 さ れ る べ き 木 質 部 材 ２ が 嵌 入 さ れ て 接 合 さ れ る 接 合 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 接 合 構 造 に お い て 、 ▲ １ ▼ Ｈ 形 材 の 左 右 両 側 の 一 対 の 凹 部 に 、 木 質 部 材 を 左 右 両 側 か
ら 挟 み 込 む よ う に し て 嵌 入 す る 構 成 と 、 ▲ ２ ▼ Ｈ 形 材 の 左 右 両 側 の 一 対 の 凹 部 に 、 Ｈ 形 材
の 長 手 方 向 の 一 端 側 及 び 他 端 側 の 一 方 又 は 両 方 か ら 、 木 質 部 材 を Ｈ 形 材 の 長 手 方 向 に 向 け
て 挿 入 し て 嵌 入 す る 構 成 と が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 で 利 用 さ れ る Ｈ 形 材 は 、 金 属 ま た は 繊 維 補 強 樹 脂 等 の 材 料 で 形 成 す る 。 接 続 す る 木
質 部 材 は 、 木 材 、 集 成 材 、 金 属 （ 例 え ば 、 金 属 製 型 材 等 ） ま た は 繊 維 （ 例 え ば 、 炭 素 繊 維
、 ア ラ ミ ド 繊 維 、 ガ ラ ス 繊 維 等 ） で 補 強 し た 木 材 ま た は 集 成 材 等 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ 実 施 例 １ ）
図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 例 １ を 説 明 す る 図 で あ る 。 こ の 木 質 部 材 の 接 合 構 造 は 、 図 １ （ ａ ）
、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 Ｈ 形 材 １ の 左 右 両 側 の 一 対 の 凹 部 １ １ に 、 複 数 の 木 質 部 材 ２ を 挟
み 込 む よ う に し て 、 嵌 入 し た 構 成 と し て い る 点 を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ （ ａ ） は 、 Ｈ 形 材 １ の 左 右 両 側 の 一 対 の 凹 部 １ １ に 、 複 数 の 木 質 部 材 ２ を 挟 み 込 む よ
う に し て 、 嵌 入 し た 構 成 と し て い る 点 を 特 徴 と す る が 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 木 質 部
材 ２ の 引 き 抜 け を 防 ぐ た め に 、 特 に 、 木 質 部 材 ２ と Ｈ 形 材 １ の 重 複 部 分 に 、 木 質 部 材 と Ｈ
形 材 １ の ウ ェ ッ ブ ９ を 貫 通 す る 穴 を 開 け 、 ボ ル ト ３ を 挿 入 し て 固 定 す る 接 合 構 造 と し て も
よ い 。 な お 図 示 は し な い が 、 木 質 部 材 と Ｈ 形 材 １ の フ ラ ン ジ 部 分 １ ０ と を ボ ル ト で 固 定 し
て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ 実 施 例 ２ ）
図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 例 ２ を 説 明 す る 図 で あ る 。 こ の 木 質 部 材 の 接 合 構 造 は 、 図 ２ （ ａ ）
、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ２ つ の 木 質 部 材 ２ が 、 Ｈ 形 材 １ の 左 右 両 側 の 一 対 の 凹 部 に 、 ス ペ
ー サ ー ４ を 介 し て 嵌 入 さ れ て い る 点 を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の 場 合 、 予 め ２ つ の 木 質 部 材 ２ が ス ペ ー サ ー ４ を 介 し て 互 い に 固 定 又 は 仮 止 め さ れ て い
る 場 合 は 、 ス ペ ー サ ー ４ で 形 成 さ れ る ２ つ の 木 質 部 材 ２ 間 の 隙 間 １ ２ に Ｈ 形 材 １ の ウ ェ ッ
ブ ９ を 差 し 込 む よ う に し て 、 ２ つ の 木 質 部 材 ２ を 、 Ｈ 形 材 １ の 一 対 の 凹 部 １ １ に 、 そ の 長
手 方 向 の 一 端 側 か ら 挿 入 し て 嵌 入 し た 構 成 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
そ し て 、 接 合 す べ き ２ つ の 木 質 部 材 ２ と ス ペ ー サ ー ４ が 互 い に ば ら ば ら の 場 合 は 、 ２ つ の
木 質 部 材 ２ を 、 両 者 の 間 に ス ペ ー サ ー ４ を 入 れ な が ら 、 Ｈ 形 材 １ の 一 対 の 凹 部 １ １ に 挟 み
込 み 、 嵌 入 し た 構 成 と す る 。 も ち ろ ん こ の 場 合 で も 、 ２ つ の 木 質 部 材 ２ を 、 Ｈ 形 材 １ の 一
対 の 凹 部 １ １ に 、 そ の 長 手 方 向 の 一 端 側 か ら 挿 入 し て 嵌 入 し た 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ２ （ ｂ ） は 、 木 質 部 材 ２ の 引 き 抜 け を 防 ぐ た め に 、 特 に 、 木 質 部 材 ２ と Ｈ 形 材 １ の 重 複
部 分 に 、 木 質 部 材 と Ｈ 形 材 の ウ ェ ッ ブ を 貫 通 す る 穴 を 開 け 、 ボ ル ト ３ を 挿 入 し て 固 定 す る
接 合 構 造 と し た 例 で あ る 。 な お 図 示 は し な い が 、 木 質 部 材 と Ｈ 形 材 １ の フ ラ ン ジ 部 分 １ ０
と を ボ ル ト で 固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
上 記 の と お り 、 こ の 実 施 例 ２ で は 、 Ｈ 形 材 １ に 挿 入 さ れ る 木 質 部 材 ２ の 間 に ス ペ ー サ ー ４
を 介 し た 構 成 を 説 明 し た が 、 特 に ス ペ ー サ ー ４ を 介 さ ず に 木 質 部 材 ２ を Ｈ 形 材 １ の 一 対 の
凹 部 １ １ に 挿 入 す る 接 合 構 造 で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ 実 施 例 ３ ）
図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 例 ３ を 説 明 す る 図 で あ る 。 こ の 木 質 部 材 ５ の 接 合 構 造 は 、 図 ３ （ ａ
） 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 Ｈ 形 材 １ の 左 右 両 側 の 一 対 の 凹 部 １ １ に 、 Ｈ 形 材 １ の 長 手 方 向
の 一 端 側 か ら 、 端 部 に 挿 入 さ れ る 方 向 に 沿 う よ う な 溝 １ ３ を 設 け た 木 質 部 材 ５ を 挿 入 し て
、 嵌 入 し た 構 成 と す る 点 を 特 徴 と す る 。 こ の 場 合 、 木 質 部 材 の 溝 １ ３ に Ｈ 形 材 １ の ウ ェ ッ
ブ ９ を 差 し 込 む よ う に し て 、 木 質 部 材 ５ を Ｈ 形 材 １ の 一 対 の 凹 部 １ １ に 挿 入 し て 、 嵌 入 し
た 構 成 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
な お 、 図 ３ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す Ｈ 形 材 １ を 固 定 構 造 物 の 一 部 又 は 固 定 構 造 物 に 固 設 し た
も の と す れ ば 、 こ の Ｈ 形 材 １ を 介 し て 木 質 部 材 ５ を そ の 固 定 構 造 物 に 接 合 す る こ と が で き
る 。 又 、 次 の 図 ４ （ ｅ ） で も 説 明 す る が 、 図 ３ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す Ｈ 形 材 １ の 長 手 方 向
端 部 の う ち 木 質 部 材 ５ を 挿 入 す る 端 部 側 と は 反 対 側 か ら 、 Ｈ 形 材 に 木 質 部 材 ５ と 同 様 に 溝
１ ３ を 有 す る 別 の 木 質 部 材 ５ を 挿 入 す れ ば ２ つ の 木 質 部 材 ５ を Ｈ 形 材 １ を 介 し て 直 線 的 に
接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ３ （ ｂ ） は 、 木 質 部 材 ５ の 引 き 抜 け を 防 ぐ た め に 、 特 に 、 木 質 部 材 ５ と Ｈ 形 材 １ の 重 複
部 分 に 、 木 質 部 材 ５ と Ｈ 形 材 １ の ウ ェ ッ ブ ９ を 貫 通 す る 穴 を 開 け 、 ボ ル ト ３ を 挿 入 し て 固
定 す る 接 合 構 造 と し た 例 を 示 し て い る 。 な お 図 示 は し な い が 、 木 質 部 材 と Ｈ 形 材 １ の フ ラ
ン ジ 部 分 １ ０ と を ボ ル ト で 固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ 実 施 例 １ ～ ３ の 応 用 例 、 組 合 せ 例 ）
以 上 、 実 施 例 １ ～ ３ を 説 明 し た が 、 図 ４ は 、 こ れ ら の 実 施 例 １ ～ ３ を 応 用 し 、 又 は 組 み 合
わ せ て 、 複 数 の 木 質 部 材 を い ろ い ろ と 接 合 す る 接 合 構 造 を 示 す も の で あ り 、 Ｈ 形 材 の 長 手
方 向 の 一 端 側 及 び 他 端 側 の そ れ ぞ れ に お い て 、 Ｈ 形 材 １ の 左 右 両 側 の 一 対 の 凹 部 １ １ に 、
木 質 部 材 を 挟 み 込 む ま た は 挿 入 し て 、 嵌 入 し た 構 成 と す る こ と で 、 一 つ の Ｈ 形 材 を 用 い て
複 数 の 木 質 部 材 を い ろ い ろ と 接 合 す る 接 合 構 造 を 実 現 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ４ （ ａ ） は 、 Ｈ 形 材 １ の 長 手 方 向 の 一 端 側 で は 一 対 の 凹 部 １ １ に ２ つ の 木 質 部 材 ２ を 挟
み 込 み 、 他 端 側 で は 一 対 の 凹 部 １ １ に ２ つ の 木 質 部 材 ２ を 挟 み 込 ん で 、 嵌 入 し た 構 成 と し
て 、 接 合 す る 接 合 構 造 を 示 す 。 木 質 部 材 ２ の 引 き 抜 け を 防 ぐ 場 合 は 、 実 施 例 １ で 説 明 し た
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よ う に 、 木 質 部 材 ２ と Ｈ 形 材 １ の 重 複 部 分 に 、 木 質 部 材 ２ と Ｈ 形 材 １ の ウ ェ ッ ブ ９ を 貫 通
す る 穴 を 開 け 、 ボ ル ト を 挿 入 し て 固 定 す れ ば よ い 。 な お 図 示 は し な い が 、 木 質 部 材 と Ｈ 形
材 １ の フ ラ ン ジ 部 分 １ ０ と を ボ ル ト で 固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ４ （ ｂ ） は 、 Ｈ 形 材 １ の 長 手 方 向 の 一 端 側 で は 一 対 の 凹 部 １ １ に ２ つ の 木 質 部 材 ２ を 挟
み 込 み 、 他 端 側 で は 一 対 の 凹 部 １ １ に 木 質 部 材 ２ を 挿 入 し て 、 そ れ ぞ れ 嵌 入 し た 構 成 と し
て 接 合 す る 接 合 構 造 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の 木 質 部 材 を 、 Ｈ 形 材 １ の 左 右 両 側 の 一 対 の 凹 部 １ １ で あ っ て 、 他 端 側 に 挿 入 す る 構 成
と し て は 、 ▲ １ ▼ ば ら の ２ つ の 木 質 部 材 を そ れ ぞ れ 挿 入 す る 、 ▲ ２ ▼ 実 施 例 ２ で 説 明 し た
よ う に ス ペ ー サ ー を 介 し て ２ つ の ば ら の 木 質 部 材 を そ れ ぞ れ 挿 入 す る 、 ▲ ３ ▼ ス ペ ー サ ー
を 介 し て 互 い に 接 合 さ れ た ２ つ の 木 質 部 材 を 、 そ の ス ペ ー サ ー で 形 成 さ れ る 隙 間 に Ｈ 形 材
１ の ウ ェ ッ ブ ９ を 差 し 込 む よ う に し て 、 Ｈ 形 材 １ に 挿 入 す る 、 い ず れ の 接 合 構 造 で あ っ て
も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
木 質 部 材 の 引 き 抜 け を 防 ぐ 場 合 は 、 木 質 部 材 ２ と Ｈ 形 材 １ の 重 複 部 分 に 、 木 質 部 材 ２ と Ｈ
形 材 １ の ウ ェ ッ ブ ９ を 貫 通 す る 穴 を 開 け 、 ボ ル ト を 挿 入 し て 固 定 す れ ば よ い 。 な お 図 示 は
し な い が 、 木 質 部 材 と Ｈ 形 材 １ の フ ラ ン ジ 部 分 １ ０ と を ボ ル ト で 固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ４ （ ｃ ） は 、 図 ４ （ ｂ ） と ほ ぼ 同 じ で あ り 、 Ｈ 形 材 １ の 長 手 方 向 の 一 端 側 で は 一 対 の 凹
部 １ １ に ２ つ の 木 質 部 材 ２ を 挟 み 込 み 、 他 端 側 で は 一 対 の 凹 部 １ １ に に 木 質 部 材 ２ を 挿 入
し て 、 そ れ ぞ れ 嵌 入 し た 構 成 と し て 接 合 す る 接 合 構 造 で あ る が 、 Ｈ 形 材 １ の 他 端 側 で は 、
実 施 例 ３ と 同 様 に 端 部 に 溝 １ ３ を 設 け た 木 質 部 材 ５ を 挿 入 し て 接 合 す る 構 成 を 採 用 し て い
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
木 質 部 材 ２ の 引 き 抜 け を 防 ぐ 場 合 は 、 木 質 部 材 ２ と Ｈ 形 材 １ の 重 複 部 分 に 、 木 質 部 材 ２ と
Ｈ 形 材 １ の ウ ェ ッ ブ ９ を 貫 通 す る 穴 を 開 け 、 ボ ル ト を 挿 入 し て 固 定 す る 。 な お 図 示 は し な
い が 、 木 質 部 材 と Ｈ 形 材 １ の フ ラ ン ジ 部 分 １ ０ と を ボ ル ト で 固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ４ （ ｄ ） は 、 Ｈ 形 材 １ の 左 右 両 側 の 一 対 の 凹 部 １ １ に 、 そ の 長 手 方 向 の 両 端 側 か ら 、 そ
れ ぞ れ 木 質 部 材 ２ を 挿 入 し て 接 合 す る 接 合 構 造 を 示 す 。 こ の 接 合 構 造 で は 、 ▲ １ ▼ ば ら の
２ つ の 木 質 部 材 ２ を そ れ ぞ れ 挿 入 す る 、 ▲ ２ ▼ 実 施 例 ２ で 説 明 し た よ う に ス ペ ー サ ー を 介
し て ２ つ の ば ら の 木 質 部 材 ２ を そ れ ぞ れ 挿 入 す る 、 ▲ ３ ▼ ス ペ ー サ ー を 介 し て 互 い に 接 合
さ れ た ２ つ の 木 質 部 材 ２ を 、 そ の ス ペ ー サ ー で 形 成 さ れ る 隙 間 に Ｈ 形 材 １ の ウ ェ ッ ブ ９ を
差 し 込 む よ う に し て 、 Ｈ 形 材 １ に 挿 入 す る 、 と い う 構 成 が あ る が 、 そ の い ず れ の 接 合 構 造
で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
木 質 部 材 ２ の 引 き 抜 け を 防 ぐ 場 合 は 、 木 質 部 材 ２ と Ｈ 形 材 １ の 重 複 部 分 に 、 木 質 部 材 と Ｈ
形 材 １ の ウ ェ ッ ブ ９ を 貫 通 す る 穴 を 開 け 、 ボ ル ト を 挿 入 し て 固 定 す る 。 な お 図 示 は し な い
が 、 木 質 部 材 と Ｈ 形 材 １ の フ ラ ン ジ 部 分 １ ０ と を ボ ル ト で 固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 ４ （ ｅ ） は 、 実 施 例 ３ を 利 用 し た も の で あ り 、 Ｈ 形 材 １ の 左 右 両 側 の 一 対 の 凹 部 １ １ に
、 Ｈ 形 材 １ に そ の 長 手 方 向 両 端 側 か ら 、 端 部 に 溝 １ ３ を 設 け た 木 質 部 材 ５ を 挿 入 し て 、 嵌
入 し た 構 成 と す る 接 合 構 造 を 示 す 。 木 質 部 材 ５ の 引 き 抜 け を 防 ぐ 場 合 は 、 木 質 部 材 ５ と Ｈ
形 材 １ の 重 複 部 分 に 、 木 質 部 材 ５ と Ｈ 形 材 １ の ウ ェ ッ ブ ９ を 貫 通 す る 穴 を 開 け 、 ボ ル ト を
挿 入 し て 固 定 す る 。 な お 図 示 は し な い が 、 木 質 部 材 と Ｈ 形 材 １ の フ ラ ン ジ 部 分 １ ０ と を ボ
ル ト で 固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
（ 実 施 例 ４ ）
図 ５ は 、 本 発 明 の 実 施 例 ４ を 説 明 す る 図 で あ る 。 こ の 木 質 部 材 の 接 合 構 造 は 、 図 ５ に 示 す
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よ う に Ｈ 形 材 １ を Ｔ 字 形 に 一 体 に 組 み 合 わ せ た Ｔ 字 型 部 材 ６ に お い て 、 横 方 向 に 延 び る Ｈ
形 材 １ の 端 部 か ら 左 右 両 側 の 一 対 の 凹 部 １ １ に 、 木 質 部 材 ２ を 横 方 向 に 挿 入 す る と と も に
、 縦 方 向 に 延 び る Ｈ 形 材 １ の 両 端 部 の そ れ ぞ れ か ら 左 右 両 側 の 一 対 の 凹 部 １ １ に 、 木 質 部
材 ５ を 上 下 方 向 に 挿 入 し て 、 そ れ ぞ れ 木 質 部 材 を 嵌 入 し た 構 成 と し て 接 合 す る 点 を 特 徴 と
し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
な お 、 図 示 は し な い が 、 Ｔ 字 型 部 材 ６ に 、 木 質 部 材 ２ 及 び 木 質 部 材 ５ を そ れ ぞ れ 挟 み 込 む
よ う に し て 、 木 質 部 材 を 嵌 入 し た 構 成 の 接 合 構 造 と し て も よ い 。 ま た 、 木 質 部 材 ２ 、 ５ の
引 き 抜 け を 防 ぐ 場 合 に は 、 実 施 例 １ ～ ３ で 説 明 し た と お り の ボ ル ト で 固 定 す る 構 造 を 採 用
す れ ば よ い 。 な お 図 示 は し な い が 、 木 質 部 材 と Ｈ 形 材 １ の フ ラ ン ジ 部 分 １ ０ と を ボ ル ト で
固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
（ 実 施 例 ５ ）
図 ６ は 、 本 発 明 の 実 施 例 ５ を 説 明 す る 図 で あ る 。 こ の 実 施 例 ５ は 、 複 数 の Ｈ 形 材 １ を 平 面
的 に 放 射 状 に 組 み 合 わ せ た 平 面 放 射 型 部 材 の 一 例 で あ る 平 面 十 字 型 部 材 ７ を 利 用 す る 接 合
構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
こ の 木 質 部 材 の 接 合 構 造 で は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 Ｈ 形 材 １ を ２ 軸 方 向 に 直 交 し て 一 体 に
組 み 合 わ せ た 十 字 型 部 材 ７ に お い て 、 十 字 型 部 材 ７ の 横 方 向 に 延 び る Ｈ 形 材 １ の 両 端 部 の
そ れ ぞ れ か ら 左 右 両 側 の 一 対 の 凹 部 １ １ に 、 木 質 部 材 ２ を 横 方 向 に 、 縦 方 向 に 延 び る Ｈ 形
材 １ の 両 端 部 の そ れ ぞ れ か ら 左 右 両 側 の 一 対 の 凹 部 １ １ に 、 木 質 部 材 ５ を 上 下 方 向 に 挿 入
し て 、 そ れ ぞ れ 木 質 部 材 を 嵌 入 し た 構 成 と し て 接 合 す る 点 を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
な お 、 図 示 は し な い が 、 十 字 型 部 材 ７ に 、 木 質 部 材 ２ 及 び 木 質 部 材 ５ を そ れ ぞ れ 挟 み 込 む
よ う に し て 、 木 質 部 材 を 嵌 入 し た 構 成 の 接 合 構 造 と し て も よ い 。 ま た 、 木 質 部 材 ２ 、 ５ の
引 き 抜 け を 防 ぐ 場 合 に は 、 実 施 例 １ ～ ３ で 説 明 し た と お り の ボ ル ト で 固 定 す る 構 造 を 採 用
す れ ば よ い 。 な お 図 示 は し な い が 、 木 質 部 材 ２ 、 ５ と Ｈ 形 材 １ の フ ラ ン ジ 部 分 １ ０ と を ボ
ル ト で 固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
（ 実 施 例 ６ ）
図 ７ は 、 本 発 明 の 実 施 例 ６ を 説 明 す る 図 で あ る 。 こ の 木 質 部 材 の 接 合 構 造 は 、 図 ７ に 示 す
よ う に Ｈ 形 材 １ を Ｌ 字 形 に 一 体 に 組 み 合 わ せ た Ｌ 字 型 部 材 １ ４ に お い て 、 横 方 向 に 延 び る
Ｈ 形 材 １ の 端 部 か ら 左 右 両 側 の 一 対 の 凹 部 １ １ に 、 木 質 部 材 ２ を 横 方 向 に 挿 入 す る と と も
に 、 縦 方 向 に 延 び る Ｈ 形 材 １ の 端 部 か ら 左 右 両 側 の 一 対 の 凹 部 １ １ に 、 木 質 部 材 ５ を 上 下
方 向 に 挿 入 し て 、 そ れ ぞ れ 木 質 部 材 を 嵌 入 し た 構 成 と し て 接 合 す る 点 を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
な お 、 図 示 は し な い が 、 Ｌ 字 型 部 材 １ ４ に 、 木 質 部 材 ２ 及 び 木 質 部 材 ５ を そ れ ぞ れ 挟 み 込
む よ う に し て 、 木 質 部 材 を 嵌 入 し た 構 成 の 接 合 構 造 と し て も よ い 。 ま た 、 木 質 部 材 ２ 、 ５
の 引 き 抜 け を 防 ぐ 場 合 に は 、 実 施 例 １ ～ ３ で 説 明 し た と お り の ボ ル ト で 固 定 す る 構 造 を 採
用 す れ ば よ い 。 な お 図 示 は し な い が 、 木 質 部 材 ２ 、 ５ と Ｈ 形 材 １ の フ ラ ン ジ 部 分 １ ０ と を
ボ ル ト で 固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
（ 実 施 例 ７ ）
図 ８ は 、 本 発 明 の 実 施 例 ７ を 説 明 す る 図 で あ る 。 こ の 実 施 例 ７ は 、 複 数 の Ｈ 形 材 １ を 立 体
的 に 放 射 状 に 組 み 合 わ せ た 立 体 接 合 型 部 材 の 一 例 で あ る 放 射 型 部 材 ８ を 使 用 し た 接 合 構 造
で あ る 。 こ の 木 質 部 材 の 接 合 構 造 は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 Ｈ 形 材 １ を ３ 軸 方 向 に 直 交 し て
組 み 合 わ せ た 放 射 型 部 材 ８ に お い て 、 そ れ ぞ れ の Ｈ 形 材 １ に つ い て 、 そ の 左 右 両 側 の 一 対
の 凹 部 １ １ に 、 そ の 長 手 方 向 の 端 部 か ら 木 質 材 を 挿 入 し て 、 木 質 部 材 を 嵌 入 し た 構 成 と し
て 接 合 す る 点 を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
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要 す る に 、 放 射 型 部 材 ８ の 複 数 の Ｈ 形 材 １ に 、 水 平 面 内 の ２ 方 向 か ら 木 質 材 ２ を 、 上 下 方
向 か ら 木 質 材 ５ 挿 入 し て 、 そ れ ぞ れ 木 質 部 材 を 嵌 入 し た 構 成 と し て 接 合 す る 点 を 特 徴 と し
て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
な お 、 図 示 は し な い が 、 部 材 ７ に 、 木 質 部 材 ２ 及 び 木 質 部 材 ５ を そ れ ぞ れ 挟 み 込 む よ う に
し て 、 嵌 入 し て 接 合 す る 構 成 と し て も よ い 。 ま た 、 木 質 部 材 ２ 、 ５ の 引 き 抜 け を 防 ぐ 場 合
に は 、 実 施 例 １ ～ ３ で 説 明 し た と お り の ボ ル ト で 固 定 す る 構 造 を 採 用 す れ ば よ い 。 な お 図
示 は し な い が 、 木 質 部 材 と Ｈ 形 材 １ の フ ラ ン ジ 部 分 １ ０ と を ボ ル ト で 固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
（ 実 施 例 ８ ）
図 ９ は 、 本 発 明 の 実 施 例 ８ を 説 明 す る 図 で あ る 。 こ の 実 施 例 ８ は 、 Ｈ 形 材 が 複 数 、 互 い に
異 な る 方 向 に 立 体 的 に 一 体 に 組 み 合 わ さ れ た 立 体 接 合 型 部 材 の 一 例 で あ る 角 部 直 交 型 部 材
１ ５ を 利 用 す る 接 合 構 造 で あ る 。 ３ つ の Ｈ 形 材 １ の 夫 々 の 端 部 を 互 い に ３ 軸 方 向 に 直 交 し
て 組 み 合 わ せ た 角 部 直 交 型 部 材 １ ５ に お い て 、 そ れ ぞ れ の Ｈ 形 材 １ に つ い て 、 そ の 左 右 両
側 の 一 対 の 凹 部 １ １ に 、 そ の 長 手 方 向 の 端 部 か ら 木 質 材 ２ 、 ５ を 挿 入 し て 、 木 質 部 材 を 嵌
入 し た 構 成 と し て 接 合 す る 点 を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
な お 、 図 示 は し な い が 、 角 部 直 交 型 部 材 １ ５ に 、 木 質 部 材 ２ 及 び 木 質 部 材 ５ を そ れ ぞ れ 挟
み 込 む よ う に し て 、 嵌 入 し て 接 合 す る 構 成 と し て も よ い 。 ま た 、 木 質 部 材 ２ 、 ５ の 引 き 抜
け を 防 ぐ 場 合 に は 、 実 施 例 １ ～ ３ で 説 明 し た と お り の ボ ル ト で 固 定 す る 構 造 を 採 用 す れ ば
よ い 。 な お 図 示 は し な い が 、 木 質 部 材 と Ｈ 形 材 １ の フ ラ ン ジ 部 分 １ ０ と を ボ ル ト で 固 定 し
て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
（ 実 施 例 ９ ）
図 １ ０ は 、 本 発 明 の 実 施 例 ９ を 説 明 す る 図 で あ る 。 こ の 実 施 例 ９ は 、 立 体 接 合 型 部 材 の 一
例 で あ る 直 交 材 付 き 十 字 型 部 材 １ ６ を 利 用 す る 接 合 構 造 で あ る 。 ５ つ の Ｈ 形 材 １ の 夫 々 の
端 部 を 互 い に ３ 軸 方 向 に 直 交 し て 組 み 合 わ せ 、 十 字 型 部 材 に 直 交 材 を 組 み 合 わ せ た 直 交 材
付 き 十 字 型 部 材 １ ６ に お い て 、 そ れ ぞ れ の Ｈ 形 材 １ に つ い て 、 そ の 左 右 両 側 の 一 対 の 凹 部
１ １ に 、 そ の 長 手 方 向 の 端 部 か ら 木 質 材 ２ 、 ５ を 挿 入 し て 、 木 質 部 材 を 嵌 入 し た 構 成 と し
て 接 合 す る 点 を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
な お 、 図 示 は し な い が 、 直 交 材 付 き 十 字 型 部 材 １ ６ に 、 木 質 部 材 ２ 及 び 木 質 部 材 ５ を そ れ
ぞ れ 挟 み 込 む よ う に し て 、 嵌 入 し て 接 合 す る 構 成 と し て も よ い 。 ま た 、 木 質 部 材 ２ 、 ５ の
引 き 抜 け を 防 ぐ 場 合 に は 、 実 施 例 １ ～ ３ で 説 明 し た と お り の ボ ル ト で 固 定 す る 構 造 を 採 用
す れ ば よ い 。 な お 図 示 は し な い が 、 木 質 部 材 と Ｈ 形 材 １ の フ ラ ン ジ 部 分 １ ０ と を ボ ル ト で
固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
以 上 、 本 発 明 に 係 る Ｈ 形 材 と 木 質 部 材 の 接 合 構 造 の 実 施 の 形 態 を 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 し
た が 、 本 発 明 は こ の よ う な 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ
た 技 術 的 事 項 の 範 囲 内 で い ろ い ろ な 実 施 の 態 様 が あ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 、 以 上 説 明 し た よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 以 下 に 記 載 さ れ る よ う な 効 果 を 奏 す
る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
本 発 明 に 係 る 接 合 構 造 に 曲 げ モ ー メ ン ト が 作 用 し た 場 合 、 Ｈ 形 材 の フ ラ ン ジ 部 分 と 木 質 部
材 表 面 が 接 触 し て 、 接 触 面 の 直 交 方 向 に 荷 重 が 伝 達 さ れ る 。 従 来 の ボ ル ト 、 ピ ン や 釘 等 の
接 合 具 を 用 い た 接 合 部 と 比 べ て 、 部 材 間 の 接 触 面 積 が 大 き く 、 荷 重 作 用 点 間 距 離 が 大 き い
た め 、 大 き な 曲 げ モ ー メ ン ト を 伝 達 で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
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本 接 合 構 造 に 曲 げ モ ー メ ン ト が 作 用 し た 場 合 、 従 来 の ボ ル ト 、 ピ ン や 釘 等 の 接 合 具 を 用 い
た 接 合 構 造 の よ う に 、 接 合 用 の 穴 を 起 因 と す る 木 材 の 割 裂 が 起 き な い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
本 接 合 構 造 に 曲 げ モ ー メ ン ト が 作 用 し た 場 合 、 Ｈ 形 材 の フ ラ ン ジ 部 分 の 曲 げ 変 形 等 に よ っ
て 、 接 合 構 造 は 高 い 塑 性 を 持 つ 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
本 接 合 構 造 に 曲 げ モ ー メ ン ト が 作 用 し た 場 合 、 Ｈ 形 材 の フ ラ ン ジ 部 分 に 接 す る 木 質 部 材 の
め り 込 み 変 形 等 に よ っ て 、 接 合 構 造 は 高 い 塑 性 を 持 つ 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
本 接 合 構 造 を 用 い て 、 建 築 物 等 の ２ 軸 ま た は ３ 軸 方 向 の 構 造 骨 組 を 形 成 し た 場 合 、 水 平 方
向 の 荷 重 に 対 し て 、 本 接 合 構 造 の 高 い 曲 げ モ ー メ ン ト 伝 達 性 と 高 い 靱 性 に よ り 、 高 い 塑 性
エ ネ ル ギ ー 吸 収 性 能 を 示 す 。
【 ０ ０ ６ １ 】
本 接 合 構 造 を 用 い た 建 築 物 等 の ２ 軸 ま た は ３ 軸 方 向 の 構 造 骨 組 は 、 地 震 に 対 し て 高 い 安 全
性 を 示 す 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 ２ を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 ３ を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 １ ～ ３ の 応 用 例 、 組 み 合 わ せ 例 を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 ４ を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 ５ を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 例 ６ を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 実 施 例 ７ を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 実 施 例 ８ を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 実 施 例 ９ を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 Ｈ 形 材
２ 　 　 木 質 部 材
３ 　 　 ボ ル ト
４ 　 　 ス ペ ー サ ー
５ 　 　 端 部 に 溝 を 設 け た 木 質 部 材
６ 　 　 Ｔ 字 型 部 材
７ 　 　 十 字 型 形 部 材 （ 平 面 放 射 型 部 材 の 一 例 ）
８ 　 　 放 射 型 部 材 （ 立 体 接 合 型 部 材 の 一 例 ）
９ 　 　 Ｈ 形 材 の ウ ェ ッ ブ
１ ０ 　 　 Ｈ 形 材 の フ ラ ン ジ 部 分
１ １ 　 　 Ｈ 形 材 の 両 側 の 一 対 の 凹 部
１ ２ 　 　 ス ペ ー サ ー に よ る 木 質 部 材 の 隙 間
１ ３ 　 　 木 質 部 材 の 端 部 に 形 成 さ れ た 溝
１ ４ 　 　 Ｌ 字 型 部 材
１ ５ 　 　 角 部 直 交 型 部 材
１ ６ 　 　 直 交 材 付 き 十 字 型 部 材
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